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だ
が
、
日
本
人
学
生
の
反
応
は
薄
い
▼
思
い
返
せ

ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
題
材
に
な
っ
て
か
ら

20
年
以
上
が
経
つ
。
若
者
た
ち
に
な
じ
み
が
な
い

の
も
納
得
が
い
く
▼
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
な
ど

が
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
る
文
楽
や
歌
舞
伎
だ
け
で

な
く
、
映
画
、
落
語
、
講
談
、
浪
曲
な
ど
四
十
七

士
の
物
語
を
題
材
に
す
る
芸
能
は
多
い
▼
誰
も
が

知
っ
て
い
た
は
ず
の
物
語
は
い
つ
か
ら
置
き
去
り

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
勧
善
懲
悪
や
主
君
へ

の
忠
義
は
今
の
価
値
観
に
合
わ
な
い
と
い
う
人
も

い
る
。
し
か
し
史
実
の
大
石
内
蔵
助
こ
と
大
星
由

良
助
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
、「
親
に
別
れ

子
に
離
れ
…
」
と
義
を
貫
く
な
か
で
犠
牲
と
な
る

家
族
へ
の
思
い
を
吐
露
す
る
。
親
子
の
情
や
不
条

理
を
正
す
心
は
普
遍
で
は
な
い
か
▼
流
行
の
海
外

ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
も
よ
い
が
、「
国
学
」
を
冠
す

る
学
舎
に
身
を
置
く
読
者
諸
氏
な
ら
一
度
、
日
本

人
が
語
り
継
ぐ
物
語
に
目
を
向
け
て
み
て
は
。

　

師
走
の
風
物
詩
を
問
わ
れ
て
、「
忠
臣
蔵
」
を

思
い
起
こ
す
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

元
禄
15
年
12
月
14
日
、
赤
穂
浪
士
47
人
が
江
戸
・

本
所
の
吉
良
邸
に
討
ち
入
り
、
主
君
の
赤
穂
藩
主

・
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
仇
討
ち
を
遂
げ
た
赤
穂
事

件
。
史
実
を
主
題
に
し
た
忠
臣
蔵
は
、
赤
穂
藩
が

あ
っ
た
兵
庫
県
赤
穂
市
は
も
と
よ
り
、
四
十
七
士

が
眠
る
高
輪
・
泉
岳
寺
や
両
国
の
吉
良
邸
跡
な
ど

ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
、
逸
話
を
今
に
伝
え
る
▼
本

学
学
生
と
外
国
人
留
学
生
の
交
流
会
を
取
材
し
た

際
に
、
10
代
、
20
代
の
若
者
た
ち
が
忠
臣
蔵
を
知

ら
な
い
こ
と
に
驚
い
た
経
験
が
あ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ

ド
で
は
近
年
、
忠
臣
蔵
を
題
材
に
し
た
作
品
が
発

表
さ
れ
、
留
学
生
の
何
人
か
は
知
っ
て
い
た
よ
う

白シ
ラ

飯イ
ヒ

の
湯
氣
立
つ　

朝
の
暗
け
く
に
、

　
　

箸
を
と
り
つゝ　

　
　
　
　

あ
は
れ　

と　

言
ふ
も

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

釈　

空

「
出
勤
前
」

　

成
年
の
定
義
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
大
き
く
変

わ
る
。
民
法
改
正
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
現
行
の
20
歳

か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
成
年
の
定
義
が
見
直

さ
れ
る
の
は
約
１
５
０
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
。

　

民
法
が
定
め
る
成
年
年
齢
は
「
一
人
で
有
効
な
契
約

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
」
と
い
う
意
味
と
、「
父

母
の
親
権
に
服
さ
な
く
な
る
年
齢
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
親
の
同
意
を
得
な
く
て
も
、
自
分
の
意
思
で
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
住
む
場
所

や
進
学
、
就
職
な
ど
も
自
ら
の
意
思
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

日
本
で
「
成
年
」
や
「
成
人
」
と
い
う
記
述
が
初
め

て
登
場
し
た
の
は
平
安
時
代
に
遡

さ
か
の
ぼる
。
平
安
時
代
末
期

の
国
語
辞
典
『
色い

ろ

葉は

字じ

類る
い

抄し
ょ
う』
に
は
、「
成
人
」
と
い

う
言
葉
が
「
成
長
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。

　

な
ぜ
「
成
年
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
民
俗
学
を
専
門
に
す
る
文
学
部
の
小
川
直
之
教
授

は
「
国
家
制
度
と
し
て
義
務
と
権
利
を
考
え
た
場
合
、

一
定
の
と
こ
ろ
で
線
を
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
男
女
、

年
齢
を
基
に
し
た
線
引
き
が
必
要
で
、
こ
れ
が
法
令
と

し
て
の
『
成
年
』
だ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。
一
方
、
法

令
で
は
な
く
、
庶
民
生
活
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

「
成
年
」
に
は
３
つ
の
基
準
が
あ
っ
た
。
６
・
７
面
で

は
、
３
つ
の
基
準
が
で
き
た
時
代
背
景
や
、
日
本
で

「
成
年
」
や
「
大
人
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き

た
か
を
解
説
す
る
。

11
月
に
国
学
院
大
学
の
卒
業
生
で
初
め
て
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
岡
野
弘
彦
名
誉
教
授
＝
写
真
＝

の
お
祝
い
の
会
が
12
月
９
日
、
明
治
記
念
館
（
東

京
都
港
区
）
で
開
か
れ
た
。
お
祝
い
の
会
に
は
、

岡
野
名
誉
教
授
を
は
じ
め
親
族
、
佐
栁
正
三
理
事

長
、
針
本
正
行
学
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

佐
栁
理
事
長
は
、「
院
友
で
初
め
て
と
な
る
文

化
勲
章
の
受
章
は
、
本
学
に
と
っ
て
も
最
高
の
栄

誉
。
岡
野
先
生
の
短
歌
は
日
本
の
古
典
の
伝
統
を

踏
ま
え
ら
れ
、
古
典
和
歌
の
継
承
者
と
い
え
る
。

一
方
で
短
歌
に
盛
り
込
ま
れ
た
感
情
は
、
戦
後
を

生
き
た
日
本
人
の
感
情
そ
の
も
の
。
古
典
和
歌
と

現
代
人
の
生
活
・
感
情
を
高
い
次
元
で
融
和
さ
せ

た
歌
は
国
民
の
財
産
と
な
っ
た
」
と
主
催
者
を
代

表
し
て
挨
拶
し
た
。

　

岡
野
名
誉
教
授
は
「
学
生
の
こ
ろ
か
ら
老
い
の

齢よ
わ
いに
至
る
ま
で
、
国
学
院
大
学
で
は
い
ろ
ん
な
教

え
と
導
き
と
楽
し
い
時
を
い
た
だ
い
た
。
97
歳
に

な
っ
て
体
も
衰
え
た
が
、
歌
を
作
る
こ
と
だ
け
は

心
の
底
か
ら
湧
い
て
く
る
感
じ
が
し
て
細
々
と
作

り
続
け
て
い
る
。
神
主
の
家
に
生
ま
れ
て
、
思
い

が
け
な
い
栄
誉
と
深
い
学
問
の
道
を
た
ど
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
」
と
静
か
に
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

た
。

　

岡
野
名
誉
教
授
は
、
大
正
13
（
1
9
2
４
）
年

生
ま
れ
。
本
学
在
学
中
に
折
口
信
夫
元
教
授
が
指

導
す
る
短
歌
結
社
に
加
わ
り
、
創
作
を
始
め
た
。

本
学
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
傍
ら
、
歌
作
に
励

み
、
昭
和
48
年
に
歌
集
『
滄
浪
歌
』
で
迢
空
賞
。

54
年
か
ら
宮
中
歌
会
始
の
選
者
と
な
り
、
58
年
か

ら
は
宮
内
庁
御
用
掛
（
御
歌
）
と
し
て
、
昭
和
天

皇
を
は
じ
め
皇
族
方
の
和
歌
指
導
を
務
め
た
。
63

年
に
紫
綬
褒
章
、
平
成
25
年
に
文
化
功
労
者
。

１
日
かか
ら
大大
き
く
き

のの
定
義
定
義
がが
令
和
４
年
４
年
４

くく
変変

歴
史
をひ
も
と
く

日
本
の

文
学
部
・
小
川
直
之
教
授
に
聞
く

の

６・７面に関連記事
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進
学
後
の
姿
イ
メ
ー
ジ
湧
い
た

学
部
生
向
け
に
体
験
授
業

オ
ン
ラ
イ
ン
で
南
開
大
学
院
生
と

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
で
は
中
国
・
天
津
市
の
南
開
大

学
外
国
語
学
院
と
平
成
27
年
に
学

術
協
定
を
締
結
し
、
学
術
交
流
を

深
め
て
い
る
。
11
月
20
日
、
21
日

に
は
「
第
7
回
国
学
院
大
学
・
南

開
大
学
院
生
フ
ォ
ー
ラ
ム　

東
ア

ジ
ア
文
化
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Zズ
ー

ム

o
o
m
」
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
協
定
締
結
前
の
26
年

か
ら
開
催
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
止
と

な
り
、
2
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
小
川
直
之
文
学

部
教
授
は
「
大
学
間
の
国
際
交
流

の
実
質
化
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
が
、
多
く
の
方
の
協
力
で
両
大

学
間
の
学
術
交
流
は
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。
基

調
講
演
で
は
、
大
石
泰
夫
文
学
部

教
授
が
「
獅
子
舞
と
虎
舞
―
東
ア

ジ
ア
の
民
俗
芸
能
論
序
説
―
」、

王
凱
・
南
開
大
学
外
国
語
学
院
副

教
授
が
「
王
位
継
承
と
し
て
の
白

村
江
の
戦
い
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ

れ
講
演
を
行
っ
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
両
大
学
の
若
手
研
究
者

や
大
学
院
生
ら
22
人
が
、
日
中
の

文
学
や
民
俗
学
、
言
語
学
な
ど
に

つ
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
活
況
を
呈

し
た
。

　

大
学
院
文
学
研
究
科
は
、
大
学
院
進

学
に
関
心
が
あ
る
本
学
学
部
生
を
対
象

に
、
体
験
授
業
を
11
月
8
日
か
ら
12
月

18
日
ま
で
行
っ
た
。
こ
の
企
画
は
、
今

年
度
新
し
い
試
み
と
し
て
実
施
さ
れ
、

学
部
生
は
受
講
を
希
望
す
る
科
目
に
最

大
6
回
ま
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

体
験
授
業
の
対
象
科
目
は
文
学
研
究

科
の
各
専
攻
・
コ
ー
ス
で
19
コ
マ
が
設

定
さ
れ
53
人
が
参
加
し
た
。
井
上
明
芳

文
学
部
教
授
が
担
当
し
、
白
樺
派
文
学

に
関
す
る
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
「
日
本
近
現
代
文
学
研

究
Ｂ
Ⅱ（
演
習
）」
に
は
、
井
上
教
授
が

担
当
す
る
学
部
の
演
習
を
受
講
中
と
い

う
日
本
文
学
科
3
年
生
3
人
が
参
加
。

大
学
院
生
た
ち
の
発
表
や
議
論
に
耳
を

傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
。

　

大
学
院
進
学
を
考
え
て
い
て
体
験
授

業
に
参
加
し
た
と
い
う
3
人
は
、「
学

部
の
授
業
と
は
全
然
違
う
。
難
し
い
け

ど
楽
し
い
」「
知
識
量
の
違
い
を
感
じ

る
」「
想
像
よ
り
も
レ
ベ
ル
が
高
か
っ

た
が
、
現
実
を
知
れ
た
こ
と
は
大
き

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
語
っ
た
。

　
　

大
学
院
を
開
設
し
て
70
年
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

　

本
学
は
皇
典
講
究
所
を
母
体
に
国
史

や
国
文
、
国
法
な
ど
を
研
究
す
る
教
育

機
関
と
し
て
発
足
し
、
大
正
９
年
に
大

学
令
に
よ
り
、
早
稲
田
、
慶
応
義
塾
、

同
志
社
な
ど
と
と
も
に
大
学
に
昇
格
し

た
私
立
8
大
学
の
一
つ
で
も
あ
る
。
今

も
文
学
部
や
神
道
文
化
学
部
で
は
教
員

の
5
〜
7
割
が
卒
業
生
と
い
う
、
国
学

研
究
の
学
統
を
築
き
上
げ
、
脈
々
と
守

っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
に
あ
げ

ら
れ
る
。
大
学
院
も
こ
の
強
み
と
い
え

る
伝
統
を
継
承
し
て
き
た
一
方
で
、
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
改
革
へ
の
取
り

組
み
も
怠
ら
ず
、
こ
の
70
年
の
間
に
着

実
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。
実
際
、
学
位
授
与

数
を
み
る
と
、
今
年
3
月
現
在
で
博
士

号
の
授
与
が
大
正
12
年
の
三
矢
重
松
博

士
以
来
7
0
0
件
と
人
文
科
学
系
大
学

院
で
は
国
内
屈
指
の
実
績
を
誇
る
。

　
　

日
本
で
は
大
学
院
修
了
後
の
就
職

難
な
ど
解
決
す
べ
き
い
く
つ
か
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
で
も
大
学
院
修
了
後
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
、

い
わ
ゆ
る
出
口
戦
略
へ
の
取
り
組
み
も

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
法
学
研
究
科
に
公
務
員
養
成
コ
ー
ス

を
設
け
た
ほ
か
、
経
済
学
研
究
科
に
は

税
理
士
資
格
の
取
得
を
目
指
す
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
用
意
す
る
な
ど
の
実
効
性
の

あ
る
施
策
を
講
じ
、
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。

　
　

大
学
院
で
の
学
び
の
機
会
を
広

め
る
取
り
組
み
は
。

　

社
会
人
を
含
め
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
学
部
卒
業
生
に
大
学
院
で
学
び
、
専

門
的
知
識
を
深
め
る
こ
と
に
挑
ん
で
も

ら
い
た
い
。
こ
の
た
め
令
和
２
年
度
か

ら
は
複
数
の
教
員
か
ら
論
文
の
指
導
が

受
け
ら
れ
る
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
制
を
導
入

し
た
。
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
、
協

定
を
結
ぶ
中
国
・
南
開
大
学
と
の
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
2
年

ぶ
り
に
再
開
し
、
論
文
集
の
作
成
を
進

め
て
い
る
＝
下
段
に
関
連
記
事
。
こ
う

し
た
大
学
院
の
中
身
を
よ
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
全
学
年
の
学
部
生
を
対
象

に
し
た
大
学
院
の
体
験
授
業
も
、
今
年

度
か
ら
文
学
研
究
科
で
始
め
た
＝
同
。

こ
れ
ら
に
加
え
院
生
対
象
の
奨
学
金
制

度
も
経
済
支
援
型
と
学
業
奨
励
型
の
二

本
立
て
に
し
、
手
厚
い
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
大
学
院
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

　

文
学
に
し
て
も
哲
学
に
し
て
も
、
学

問
は
古
代
か
ら
人
間
と
は
何
か
を
解
き

明
か
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
重
要
性
は
何
ら
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
学
問
を
軽
視
す
る
と
国
の
足
元

が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
学

術
研
究
と
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
を

担
う
大
学
院
は
、
い
っ
そ
う
の
充
実
が

図
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
多
様
化

す
る
学
び
の
要
求
に
柔
軟
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
性

も
あ
る
と
考
え
る
。

　

国
学
院
大
学
大
学
院
は
、
昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
の
文
学
研
究
科
修
士
課
程

開
設
か
ら
70
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
以
来
、
同
研
究
科
に
博
士
課
程
、
さ
ら
に
は

法
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
と
順
次
、
拡
充
を
図
り
、
優
れ
た
研
究
者
を
は
じ

め
教
員
、
学
芸
員
な
ど
高
度
な
職
業
人
を
輩
出
し
て
き
た
。
世
界
的
な
競
争
が
激

化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
高
度
な
専
門
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ

る
な
か
、
歴
史
あ
る
大
学
院
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
ど
う
果
た
し
て
い
く

の
か
、
佐
藤
長
門
大
学
院
委
員
長
（
文
学
部
教
授
）
に
聞
い
た
。

大学院開設70周年 佐藤大学院委員長に聞く

るる捉捉やや機機学学同同たたもものの研研 開開法法めめ化化るるの

大学院開設70周年 佐藤大学院委員長に聞く

「国学研究の学統 改革も怠らず」

若
木
タ
ワ
ー
５
階
に
掲
げ
ら
れ
た
大
学
院
の
銘
板
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
前
の
旧
校
舎
で
も
大
学
院
生
た
ち
を
見
守
っ
た



高塩博氏提供
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て
徹
底
的
に
史
料
を
集
め
、
少
し
で
も

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
徹
底
的
に
追
求

し
（「
実
事
に
是
を
求
め
た
」
）、
専
門

家
に
直
接
問
い
た
だ
す
こ
と
の
労
を
厭い

と

わ
な
か
っ
た
。
玉
石
混
淆
の
史
料
の
中

か
ら
、
本
当
に
価
値
の
あ
る
も
の
を
見

つ
け
出
す
眼
識
を
博
士
は
備
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
を
行
う
際
に

は
、
学
派
、
学
閥
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
全

国
的
組
織
を
作
り
、
衆
知
の
結
集
を
図

っ
た
が
、
こ
れ
な
ど
は
実
務
経
験
上
、

よ
り
効
率
的
な
調
査
を
な
し
う
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

博
士
は
生
前
、
教
え
子
た
ち
に
養
老

考
課
令
善
条
の
一
文
「
恪
勤
匪
懈
者
、

為
一
善
（
恪つ

つ
し
み
勤い

そ

し
む
こ
と
懈お

こ
た
ら
ざ
れ

ば
、
一
善
と
為
よ
）
」
を
色
紙
に
書
い

て
与
え
て
い
た
。
こ
れ
は
律
令
官
人
の

評
価
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
学
者
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
博
士
は
そ
の
経

験
か
ら
、「
怠
け
る
こ
と
な
く
、
地
道

に
続
け
る
こ
と
」
こ
そ
が
学
問
の
道
で

あ
る
こ
と
を
悟
り
、
後
学
を
戒
め
た
の

で
あ
ろ
う
。

法
学
部
教
授　

長
又
高
夫

瀧た
き

川か
わ

政ま
さ

次じ

郎ろ
う

博
士
は
、
九
州
帝
国
大

学
法
文
学
部
教
授
、
中
央
大
学
法
学
部

教
授
、
満
州
国
司
法
部
法
学
校
教
授
、

満
州
建
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、

昭
和
24
年
か
ら
国
学
院
大
学
政
経
学
部

教
授
に
（
30
年
に
は
、
近
畿
大
学
兼
任

教
授
に
も
就
任
）、
38
年
か
ら
は
同
法

学
部
教
授
（
法
学
部
新
設
に
伴
う
）
に

就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
士
は
実
務

経
験
も
豊
富
で
、
戦
後
、
満
州
か
ら
帰

国
す
る
と
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
特

別
弁
護
人
を
務
め
、
23
年
に
は
東
京
・

神
田
で
共
同
の
法
律
事
務
所
を
開
設
し

て
い
る
。

　

博
覧
強
記
の
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る

瀧
川
博
士
は
、
94
年
の
生
涯
（
１
８
９

７
〜
１
９
９
２
）
で
お
よ
そ
50
冊
の
著

書
と
30
冊
の
編へ

ん

纂さ
ん

書
を
刊
行
し
て
い

る
。
こ
れ
を
論
文
数
で
い
え
ば
、
９
０

０
点
を
優
に
超
え
た
も
の
と
な
る
。
瀧

川
博
士
は
、
法
制
史
と
い
う
学
問
を
、

啓
蒙
的
に
世
に
知
ら
し
め
、
法
制
史
が

い
か
に
有
用
な
学
問
で
あ
る
の
か
訴
え

続
け
た
学
者
で
あ
っ
た
。
博
士
は
、
法

制
史
が
法
律
制
度
の
変
遷
を
辿た

ど

る
無
味

乾
燥
な
学
問
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
国

民
の
法
律
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
法
制
史
家
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
博
士
の
研

究
が
、
政
治
史
、
社
会
経
済
史
、
神
道

史
、
芸
能
史
、
生
活
文
化
史
、
人
物
史

等
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
た

め
で
あ
る
。
日
本
の
法
律
制
度
を
論
ず

る
際
に
も
、
古
今
東
西
の
法
律
制
度
と

比
較
し
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
示
し
、

歴
史
的
評
価
を
下
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
、
そ
れ
を
実
践
し
た
。

　

博
士
が
研
究
を
行
う
際
に
は
、『
淵え

ん

鑑か
ん

類る
い

函か
ん

』（
康
熙
49
年
成
立
、
勅
撰
）、

『
天
中
記
』（
明
の
陳
耀よ

う

文ぶ
ん

の
撰
）、

『
古
事
類
苑
』
な
ど
の
類
書
を
利
用
し

「
実じ

つ

事じ

求き
ゅ
う

是ぜ

」を
実
践
し
た
法
制
史
家

瀧
川
政
次
郎

瀧川政次郎

第

回
39

令和４年度 学年暦が決定 　令和４年度の学部・大学院の学年暦が決定した。詳細は
下表のとおり（ただし入試関連行事を除く）。

学部学年暦

 ４月 １日（金）～ ９日（土） オリエンテーション、履修ガイダンス等

 ４月 ２日（土） 入学式

 ４月11日（月） 前期授業開始

 ５月 １日（日） 神殿鎮座記念祭

 ７月23日（土）
前期授業終了
※ 保育士課程の科目は７月29日まで授業を実
施

 ７月25日（月）～30日（土） 前期試験（保育士課程以外の科目）

 ８月 ３日（水）～ ５日（金） 追試験

 ８月 ６日（土）
～９月24日（土） 夏季休暇

 ９月 ６日（火）～ ９日（金） サマーセッション①

 ９月13日（火）～16日（金） サマーセッション②

 ９月26日（月） 後期授業開始

10月10日（月・祝） 「スポーツの日」ですが、通常の授業を実施し
ます

11月 ４日（金） 国学院大学創立記念日〈休講〉

12月24日（土） 年内授業終了

12月26日（月）
～令和５年１月６日（金） 冬季休暇

 １月 ７日（土） 授業再開

 １月14日（土） 大学入試共通テストのため休講

 １月23日（月）
後期授業終了
※ 保育士課程の科目は１月30日まで授業を実
施（29日を除く）

 １月24日（火）～30日（月） 後期試験（保育士課程以外の科目）

 ２月 ７日（火）～ ９日（木） 追試験

 ３月19日（日） 卒業式（予定）

 ３月22日（水）～25日（土） スプリングセッション

大学院学年暦

 ４月１日(金） 入学式

 ４月１日（金）～ ９日（土） オリエンテーション、履修ガイダンス等

 ４月11日（月） 前期授業開始

 ５月１日（日） 神殿鎮座記念祭

 ７月23日（土） 前期授業終了

 ７月25日（月）～30日（土） 集中講義

 ７月25日（月）
～ ９月24日（土） 夏季休暇

 ９月26日（月） 後期授業開始

10月10日（月・祝） 「スポーツの日」ですが、通常の授業を実施し
ます

11月４日（金） 国学院大学創立記念日〈休講〉

12月24日（土） 年内授業終了

12月26日（月）
～令和５年１月６日（金） 冬季休暇

 １月７日（土） 授業再開

 １月14日（土） 大学入試共通テストのため休講

 １月23日（月） 後期授業終了

 １月24日（火）～30日（月） 集中講義

 ２月15日（水） 【文学研究科】最終試験

 ２月24日（金） 【法学・経済学研究科】最終試験

 ３月18日（土） 修了式



立科町から感謝状 五輪ホストタウン事業への協力で
　

国
学
院
大
学
の
厚
生
施
設

「
蓼
科
寮
」
が
あ
る
長
野
県
立

科
町
か
ら
両
角
正
芳
町
長
ら
が

11
月
25
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
校
。
東
京
五
輪
に
あ
た
り

同
町
が
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
選
手

団
を
受
け
入
れ
た
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
事
業
へ
の
本
学
の
協
力
に
対

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

立
科
町
と
学
校
法
人
国
学
院

大
学
は
、
平
成
30
年
に
連
携
協

力
の
た
め
の
協
定
を
締
結
。
併

せ
て
陸
上
競
技
の
中
長
距
離
種

目
で
東
京
五
輪
に
出
場
し
た
ウ

ガ
ン
ダ
選
手
団
が
町
内
で
事
前

合
宿
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
、
蓼
科
寮
を
練
習
拠
点
と
す

る
た
め
の
覚
書
を
交
わ
し
て
い

た
。
今
年
７
月
に
は
、
覚
書
に

基
づ
き
８
人
の
選
手
団
が
約
２

週
間
に
わ
た
っ
て
事
前
合
宿
を

実
施
。
同
施
設
に
滞
在
し
な
が

ら
標
高
１
５
０
０
㍍
に
あ
る
町

内
の
施
設
で
調
整
を
重
ね
た
。

　

両
角
町
長
は
「（
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
の
）
受
け
入
れ
に
は
賛

否
が
あ
っ
た
が
、
選
手
た
ち
が

今
ま
で
培
っ
て
き
た
力
を
出

し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
だ

っ
た
。（
本
学
の
協
力
に
対
し

て
）
町
か
ら
の
気
持
ち
と
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
、

佐
栁
正
三
理
事
長
は
「
運
営
に

携
わ
っ
た
方
々
は
大
変
な
苦
労

だ
っ
た
と
思
う
。（
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
に
よ
っ
て
）
ウ
ガ
ン

ダ
の
若
い
人
た
ち
が
、
日
本
、

立
科
町
、
国
学
院
大
学
を
忘
れ

な
い
で
く
れ
れ
ば
大
き
な
財
産

だ
」
と
意
義
を
強
調
し
た
。

両
角
立
科
町
長（
写
真
右
）と
佐
栁
理
事
長
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国
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
、「
国
学
院
に
流

れ
る
渋
沢
栄
一
の
理
念
と
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
全
４
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

４
人
の
講
師
が
本
学
と
も
深
い
関

わ
り
が
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
の
思
想

や
功
績
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
考
察
し
、
解
説
す
る
。
渋
沢

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
12

月
21
日
か
ら
追
加
で
受
講
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
（
＝
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
。
受
講
は
有
料
）。

　

第
１
回
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
松
平
定
知
本
学
客
員
教
授

が
「
７
人
の
自
分
を
生
き
た
渋
沢

栄
一
」
と
題
し
、
人
物
面
か
ら
渋

沢
の
実
像
や
魅
力
に
迫
る
。
第
２

回
で
は
ヱ
ビ
ス
ビ
ー
ル
記
念
館
前

館
長
の
端
田
晶
氏
が
「
戦
前
の
日

本
ビ
ー
ル
産
業
発
展
史
〜
渋
沢
流

産
業
育
成
の
一
事
例
〜
」
と
し
、

日
本
の
ビ
ー
ル
産
業
発
展
へ
の
渋

沢
の
貢
献
を
説
明
。
第
３
回
で
は

青
木
洋
司
文
学
部
准
教
授
が
「
紳

士
淑
女
と
な
る
た
め
に 

―
渋
沢

栄
一
が
『
論
語
』
に
学
ん
だ
こ
と

―
」
と
し
て
、
渋
沢
が
論
語
か
ら

何
を
学
び
、
道
徳
と
利
潤
の
追
求

の
両
立
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た

か
を
ひ
も
と
い
て
い
る
。
最
終
の

第
４
回
で
は
杉
山
里
枝
経
済
学
部

教
授
が
「
渋
沢
栄
一
か
ら
今
学

ぶ
べ
き
こ
と
」
と
し
て
、
渋
沢
思

想
の
現
代
に
お
け
る
意
義
を
解
説

し
、
講
座
を
締
め
く
く
る
。

　

杉
山
教
授
は
「
渋
沢
は
今
の
時

代
、
社
会
に
つ
な
が
る
人
物
。
現

代
企
業
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
社
会

を
見
据
え
た
活
動
や
志
に
基
づ
く

パ
ー
パ
ス
経
営
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
渋
沢
は
当
時
か
ら
『
道
徳
経

済
合
一
』
と
し
て
企
業
活
動
、
利

益
を
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
お
り
、
渋
沢
の
考
え
方
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え

る
。
同
じ
く
掲
げ
た
『
合
本
』
に

は
、
金
融
資
本
以
外
に
も
人
や
社

会
資
本
を
合
わ
せ
経
営
に
臨
む
、

ひ
い
て
は
日
本
を
合
わ
せ
て
新
た

な
事
業
に
臨
む
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

利
益
至
上
と
せ
ず
、
自
身
が
行
動

し
周
り
の
人
々
や
日
本
を
良
く
し

た
い
と
い
う
渋
沢
の
姿
は
現
代
日

本
に
と
っ
て
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
経
営
者
だ
け
で
は
な
い
多
面

的
な
渋
沢
の
姿
を
講
座
で
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
る
。

　

渋
沢
は
本
学
の
母
体
で
あ
る
皇

典
講
究
所
の
顧
問
を
務
め
る
と
と

も
に
資
金
も
寄
付
し
、
本
学
の
発

展
に
協
力
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い

る
。

渋沢栄一（国立国会図書館）

渋
沢
栄
一
の
理
念
と

国
学
院
と
の
関
係
に
迫
る

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講
座

　国学院大学の令和４年度国内および国外派遣研究員
の「研究課題」研修先、派遣期間が次の通り決定した。
【国内派遣研究員】
◇ 文学部…淺井理恵子教授「ジェンダー・セクシュア
リティ・人種でみる冷戦初期の米軍のマンパワー政
策」東京大学アメリカ太平洋地域研究センター・
図書室、国学院大学、10月１日～令和５年３月31
日▽大久保桂子教授「Citizenship 概念の歴史的考
察」一橋大学社会科学古典資料センターほか、４月
１日～令和５年３月31日▽髙橋秀樹教授「史料学
による鎌倉時代政治史の研究」東京大学史料編纂
所、４月１日～令和５年３月31日▽三井はるみ教
授「日本語諸方言における条件表現の研究」人間文
化研究機構国立国語研究所、国学院大学図書館、４
月１日～令和５年３月31日
◇ 法学部…中曽根玲子教授「金融商品取引法規制違反
を原因とする株式取得の効力と会社法上の諸問題」
早稲田大学、立教大学、国学院大学、４月１日～令
和５年３月31日

◇ 経済学部…中馬祥子教授「資本主義世界経済の中の
非市場労働：『広義の経済』学から社会連帯経済を
考える」東京大学大学院人文社会系研究科、４月１
日～令和５年３月31日▽根岸毅宏教授「アメリカ
福祉に見る分権システムの研究」国学院大学経済学
部818研究室、国学院大学図書館、４月１日～令和
５年３月31日
◇ 神道文化学部…菅浩二教授「文化多様性に関する宗
教学研究の方法的基盤についての調査」沖縄県立図
書館、神奈川大学非文字資料研究センター、国立歴
史民俗博物館、オーストリア科学アカデミー、ウィ
ーン大学東アジア研究所図書館、４月１日～令和５
年３月31日
◇ 教育開発推進機構…佐川繭子准教授「現代の漢文訓
読法が有する問題について―『漢文教授ニ関スル調
査報告』の受容および国語施策の影響という二つの
観点から―」国立国会図書館、教育図書館、東書文
庫、国学院大学図書館ほか、４月１日～令和５年３
月31日
【 国外派遣研究員】
◇ 文学部…淺井理恵子教授「ジェンダー・セクシュア

リティ・人種でみる冷戦初期の米軍のマンパワー政
策」メリーランド大学カレッジパーク校（米国）、
４月１日～９月30日
◇ 法学部…川村尚子専任講師「デジタル・プラットフ
ォーム規制と消費者保護～ＥＵ及びＥＵ加盟国にお
ける立法論の動向調査～」マックス・プランク外国
私法及び国際私法研究所（ドイツ）、10月１日～令
和５年９月30日

◆
　このほか決定した今年度の派遣研究員の派遣期間延
長および変更は次の通り。
【国外派遣研究員（期間延長）】
◇ 法学部…安田恵美准教授「刑務所出所者等の主体的
な社会参加とそれを促進するための支援に関する日
仏比較研究」ランス・シャンパーニュ・アルデンヌ
大学（フランス）、令和３年10月１日～令和４年３
月31日
【国内派遣研究員（国外派遣取り下げ）】
◇ 文学部…藤野寛教授「テオドール・Ｗ・アドルノの
理論哲学および倫理学の体系的研究」国学院大学図
書館、令和３年４月１日～令和４年３月31日

令和４年度国内外派遣研究員決まる



　

高
校
生
の
と
き
に
民
俗
学
者

で
本
学
教
授
で
も
あ
っ
た
折
口

信
夫
先
生
の
『
日
本
藝
能
史
六

講
』
を
読
ん
で
共
感
し
、
大
学

入
学
後
は
日
本
の
古
典
文
学
を

学
ぶ
傍
ら
で
歌
舞
伎
や
文
楽
な

ど
の
伝
統
芸
能
を
よ
く
観み

に
行

っ
て
い
た
。
大
学
院
に
進
み
、

伝
承
文
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
研
究
に
没
頭
し
た
が
、
こ

の
頃
に
は
文
楽
の
太
棹
三
味
線

の
響
き
が
演
奏
者
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
に
も
興
味
が
湧
い
て

い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
曲
師

の
大
御
所
、
沢
村
豊
子
師
匠
と

出
会
い
、
師
匠
の
三
味
線
の
音

色
の
良
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
新

た
な
興
味
へ
の
挑
戦
心
、
探
求

心
に
あ
ら
が
え
ず
、
弟
子
と
し

て
師
匠
と
四
六
時
中
行
動
を
と

も
に
す
る
道
を
選
択
。
こ
の
日

常
を
通
じ
て
浪
曲
の
面
白
さ
を

改
め
て
知
り
、
平
成
28
年
に
は

初
舞
台
を
踏
む
こ
と
が
で
き

た
。

　

「
一
人
一
節
」
の
言
葉
が
示

す
よ
う
に
浪
曲
の
節
ま
わ
し

は
、
同
じ
演
目
で
も
浪
曲
師
に

　

三
味
線
の
音
色
に
乗
せ
、
特
徴
的
な
声
と
節ふ

し

で
物
語
を
語
る
浪
曲
。
浪
花
節
と
も
呼
ば
れ
、
落

語
、
講
談
と
と
も
に
日
本
三
大
話
芸
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
沢
村
美
舟
さ
ん
（
平
27
修
・
123
期
博

前
文
、
平
25
卒
・
121
期
日
文
）
は
、
浪
曲
師
と
呼
吸
を
合
わ
せ
て
三
味
線
を
弾
き
、
合
い
の
手
を
入

れ
る
浪
曲
に
は
不
可
欠
な
曲

き
ょ
く

師し

の
若
手
注
目
株
だ
。

と
浪
曲
師
か
ら
曲
師
に
指
名
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
日
頃
か
ら
研け

ん

鑽さ
ん

に

励
み
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
。

　

浪
曲
は
伝
統
芸
能
と
い
う
よ

り
は
大
衆
芸
能
で
あ
り
、
言
葉

使
い
も
平
易
で
内
容
も
実
に
俗

っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
こ

の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
浪
曲
ブ
ー
ム
を
再
び

巻
き
起
こ
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

　

座
右
の
銘
は
「
行
雲
流

水
」。
行
く
雲
や
流
れ
る
水
の

よ
う
に
自
然
の
成
り
行
き
に
任

せ
て
行
動
す
る
と
い
う
意
味

だ
。
今
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
大

変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
。
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
が
掲
げ
た
目
標
に
か
た
く

な
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
目

の
前
で
起
こ
る
事
象
に
真
剣
に

向
き
合
う
の
も
一
つ
の
考
え
方

だ
と
思
う
。
直
面
す
る
こ
と
に

真
剣
に
向
き
合
い
、
努
力
を
重

ね
れ
ば
新
た
な
可
能
性
が
開
か

れ
る
の
で
は
。 

（
談
）

よ
っ
て
異
な
り
、
さ
ら
に
、
そ

の
日
の
客
席
の
雰
囲
気
な
ど
に

応
じ
て
節
や
啖た

ん

呵か

を
自
在
に
変

え
る
。
こ
れ
に
曲
師
と
し
て
上

手
に
掛
け
合
い
が
で
き
る
か
が

難
し
い
点
で
も
あ
り
、
面
白
い

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
重
要
な
の

は
浪
曲
師
が
ど
う
い
う
方
向
に

語
ろ
う
と
し
て
い
る
か
を
瞬
時

に
く
み
取
り
、
浪
曲
師
が
描
き

た
い
世
界
観
を
協
力
し
て
作
り

上
げ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
感
動

を
生
み
出
す
極
意
で
も
あ
る
。

息
の
合
っ
た
舞
台
が
で
き
な
い

さわむら・みふね
 　国学院大学文学部日本文学科卒業、同大大学院文学研究科博士前期課程修
了、日本浪曲協会主催の三味線教室で学んだのち、沢村豊子師匠に師事、平
成28年に東京・浅草「木馬亭」で初舞台。現在は木馬亭をはじめ全国で浪曲
公演の舞台に立つ。

先輩に

浪
曲
の
若
手
曲
師　

沢
村
美
舟
さ
ん（
平
27
修
・
123
期
博
前
文
、平
25
卒
・
121
期
日
文
）

文学部講演会
装丁家 矢萩さんと言葉を考える
　文学部講演会と外国語文化学科の「多言語
・多文化の交流と共生」プロジェクトの共催
として、画家で装丁家の矢萩多聞さんを講師
に招いた講演会が11月13日、オンライン配
信で開催された。
　複数の文化や言語が交わる現場に着目する
同プロジェクトは、10回目の開催。「ことば
の道草　インドでぼくが教わったこと」と題
して司会の笠間直穂子文学部准教授と矢萩さ
んの軽快な掛け合いで講演会は進んだ。
　10代のころから南インドと日本を半年ご
とに往復する生活をしていた矢萩さんは、多
言語国家であるインドでの暮らしや人々の営
みを紹介。「『もう十分』と意思を示すことが
大事。『もう十分』と伝えないと現地の人は
いつまでもご飯を給仕する」などと「生き方
を変えた」という３つの言葉を披露した。
　その後、本の魅力を引き出す装丁家として
の仕事にも触れ「伝えることが大事といわれ
るが、言葉が多すぎては疲れてしまう。言葉
が花開くときは、違うところで花開く。伝え
ようとしなくても何げない会話に救われるこ
ともある」と語って講演を締めくくった。

研究開発推進機構
神社本庁総合研究所と覚書
　国学院大学研究開発推進機構と神社本庁総
合研究所は11月５日、「研究協力に関する覚書」
を神社本庁庁舎（東京都渋谷区）で交わした。
　今回の覚書では、これまで本学が採択され
てきた平成14年度「21世紀ＣＯＥプログラ
ム」や28年度「私立大学研究ブランディン
グ事業」をはじめとする研究プロジェクトで
の研究協力体制を再確認し、継続的で柔軟な
研究協力活動の推進を目的としている。
　今後、この覚書に基づき、定期的な協議の
場が設けられ、研究開発推進センターの研究
事業を中心に研究協力を行うこととなる。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
日
本
代

表
と
し
て
ソ
チ
冬
季
五
輪
な
ど
の

国
際
舞
台
を
経
験
し
た
後
に
研
究

者
へ
と
転
身
し
た
人
間
開
発
学
部

の
町
田
樹
助
教
を
講
師
に
迎
え
た

令
和
３
年
度
の
国
学
院
大
学
文
化

講
演
会
が
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

よ
る
録
画
配
信
で
限
定
公
開
（
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）
さ
れ
て

い
る
＝
写
真
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
大
学
で
出

会
う
新
し
い
自
分
―
ア
ス
リ
ー
ト

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」。
ア

ス
リ
ー
ト
が
引
退
し
た
後
の
「
第

二
の
人
生
（
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
）
」
に
焦
点
を
当
て
、
25
年
間

に
及
ぶ
選
手
生
活
の
後
に
研
究
者

の
道
を
選
択
し
た
町
田
助
教
の
経

験
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
ア
ス
リ
ー

ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
選
び
」

を
解
説
。
全
盛
期
に
は
安
堵
感
・

優
越
感
だ
っ
た
競
技
へ
の
思
い
が

「
引
退
」
が
ち
ら
つ
き
始
め
て
か

ら
は
「
自
分
に
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
し
か
な
い
」
と
い
う
焦
燥

感
・
劣
等
感
に
変
わ
っ
た
こ
と
を

挙
げ
、「
自
分
か
ら
競
技
を
取
っ

た
ら
何
も
残
ら
な
い
」
と
い
う
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
が
問

題
の
本
質
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

さ
ら
に
、「
一
般
の
人
が
60
歳
代

以
降
に
キ
ャ
リ
ア
の
転
換
期
を
迎

え
る
の
に
対
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
は

20
〜
30
歳
代
と
い
う
生
活
基
盤
も

確
立
さ
れ
て
い
な
い
早
い
時
期
に

転
身
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、「
早
期

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
重
要

で
現
役
の
終
わ
り
が
見
え
て
か
ら

考
え
て
い
て
は
遅
い
。
大
学
卒
業

を
引
退
時
期
と
定
め
た
ら
高
校
時

代
か
ら
家
族
や
指
導
者
な
ど
人
生

の
先
輩
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
中
で
、
競
技
生
活
か
ら
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ
の
移
行
期
を

淡
水
と
海
水
が
交
わ
る
汽
水
域
や

陸
上
競
技
リ
レ
ー
種
目
で
バ
ト
ン

の
受
け
渡
し
を
す
る
テ
イ
ク
オ
ー

バ
ー
ゾ
ー
ン
に
例
え
て
同
時
並
行

で
進
め
る
こ
と
を
推
奨
。
自
ら
の

経
験
を
も
と
に
「
競
技
生
活
を

『
武
』、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ

の
準
備
を
『
文
』
と
考
え
て
相
乗

的
な
文
武
両
道
を
目
指
す
べ
き

だ
。
進
路
が
安
定
す
れ
ば
、
自
信

を
も
っ
て
競
技
に
も
臨
め
る
」
と

し
た
。

　

講
演
会
の
視
聴
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）

か
ら
申
し
込

み
を
。

アスリートの「第二の人生」考える
文化講演会で町田樹助教
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成人式発祥地碑（宮崎県諸塚村）　当村では昭和22年から男性20歳、女性18歳を対象に「成人祭」を
始めた。同年には埼玉県蕨町（現・蕨市）でも「青年祭」と称して現在の成人式につながる式典を始め
ている。ただし、「成年式」は昭和９年には名古屋市連合青年団が満20歳の者を対象に行っている。

（法務省の資料から）

（小川教授提供）（小川教授提供）（小川教授提供）（小川教授提供）

烏帽子を被る大人／『羅生門絵巻』巻一(17世紀半ば、国学院大学図書館蔵)　烏帽子・侍烏帽子を被り、ひげを生やした大人に対し、子どもたちには頭の被り物はない

人
大
人
大大大大大大
人
大大大
人人

い

も
の
も
の

く
つ
も

く
つ
も

像像像

歴
史
をひ
も
と
く

日
本
の

文
学
部
・
小
川
直
之
教
授
に
聞
く

の

成
年
成成
年年年年年年年年年年年年年年年年年年
成
年
成
年年年年年年年年年年年
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
年年年年年年

詳報は本学ＨＰ「国学院大学メディア」に掲載
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日
本
で
「
成
人
」
や
「
成
年
」
と
い

う
記
述
が
登
場
す
る
の
は
平
安
時
代
に

遡さか
の
ぼる
。
現
在
は
「
成
人
式
」
か
ら
「
成

人
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
法
律
上
は
「
成
年
」
と
さ
れ
て
い

る
。

　

平
安
時
代
末
期
の
国
語
辞
典
『
色いろ
葉は
字じ

類るい
抄しょ
う』
を
見
る
と
、
成
人
と
い
う
言
葉

が
「
成
長
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
中
世
の
文
学
『
曽
我
物

語
』
で
は
「
子
の
成せい
人じん
を
願
ひ
し
ぞ
か

し
」
と
、「
子
の
成
長
を
願
う
」
と
い
う

意
味
の
記
述
が
あ
る
。

8
3
3
年
に
編へん
纂さん
さ
れ
た
律
令
の
解
説

書
『
令
り
ょ
う
の
義ぎ
解げ
』
で
も
成
人
と
い
う
言
葉
が

出
て
く
る
。
こ
ち
ら
は
「
成
年
に
達
し
た

者
」
と
い
う
使
わ
れ
方
で
、
現
在
の
「
成

人
」
に
近
い
意
味
。『
平
家
物
語
』
で
も

大
人
と
い
う
意
味
で
「
成
人
」
の
記
述
が

あ
る
。

　

国
の
法
制
上
で
は
、
明
治
９
年
に
「
自

今
満
弐
拾
年
ヲ
以
テ
丁てい
年ねん
ト
相
定
候
」
と

い
う
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
丁
年
」
と
い
う
の
は
、
古
く
８
世
紀

の
「
大
宝
令
」
に
遡
り
、
そ
の
後
も
こ
の

用
語
が
使
わ
れ
て
い
く
。
21
歳
（
数
え
）

か
ら
60
歳
ま
で
の
男
性
を
正せい
丁てい
と
い
い
、

兵
役
と
課
税
対
象
者
と
な
っ
た
。
正
丁
の

年
齢
に
達
し
た
も
の
が
「
丁
年
」
で
あ

る
。「
日
本
は
制
度
や
文
化
が
非
常
に
長

く
続
く
国
。
こ
の
用
語
と
考
え
方
が
明
治

時
代
ま
で
続
い
た
」（
小
川
教
授
）。

　

こ
の
太
政
官
布
告
の
３
年
前
、
明
治

６
年
に
は
『
徴
兵
令
』
が
制
定
さ
れ
、

「
徴
兵
は
20
歳
に
至
る
も
の
」
と
決
め
ら

れ
た
。
こ
れ
を
補
完
す
る
意
味
で
先
の
太

　

成
年
年
齢
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
現
行
の
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
成
年
の
定
義
が
見
直
さ
れ
る

の
は
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
以
来
、
約
1
5
0
年
ぶ
り
。
自
分
の
意
思
で
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、
公
認
会
計
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
資
格
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
成
人
式
の
時
期
や
あ
り
方
は
法
律
上

の
決
ま
り
は
な
く
、
各
自
治
体
の
判
断
で
行
わ
れ
る
。
日
本
の
歴
史
上
、「
成
年
」
は
い
つ
定
義
さ
れ
、
時
代
ご
と
に
ど

ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
民
俗
学
を
専
門
に
す
る
文
学
部
の
小
川
直
之
教
授
に
聞
い
た
。

成人年齢の引き下げで わるもの わらないもの変 変 庶
民
世
界
の「
大
人
」に
は

「
３
つ
の
基
準
」が
あ
っ
た

「
大
人
」と
は
何
か
、深
く
考
え
て

信
頼
で
き
る
人
と
の
繫
が
り
も
大
事

政
官
布
告
で
「
丁
年
」
を
定
め
た
と
も
見

て
と
れ
る
。
た
だ
、
実
際
に
徴
兵
さ
れ
る

の
は
全
体
の
３
、
４
％
だ
っ
た
と
い
う
か

ら
拘
束
力
は
強
く
な
か
っ
た
。
小
川
教
授

は
「
家
を
継
ぐ
長
男
や
、
お
金
を
納
め
た

富
裕
層
な
ど
免
除
規
定
が
非
常
に
多
か
っ

た
」
と
説
明
す
る
。

平
安
時
代
に「
成
人
」の
記
述

明
治
時
代
か
ら
は
兵
役
と
深
い
関
係

　

今
で
い
う
「
成
年
」
の
規
定
は
明
治
29

年
制
定
の
民
法
で
、
こ
れ
で
は
第
３
条
で

「
満
二
十
年
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
が
今
ま
で
続
い
て
き
た
が
、

昭
和
に
な
る
と
、
庶
民
感
覚
と
し
て
は
昭

和
２
年
公
布
・
施
行
の
『
兵
役
法
』
が
大

き
な
意
味
を
も
っ
た
。
明
治
の
『
徴
兵

令
』
と
は
異
な
り
徹
底
さ
れ
た
兵
役
義
務

だ
っ
た
。「
第
二
次
世
界
大
戦
中
ま
で
に

出
生
し
た
人
た
ち
は
、
徴
兵
検
査
を
も
っ

て
成
年
、
成
人
と
考
え
た
方
が
多
い
」

（
小
川
教
授
）。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
成
年
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
川
教
授
は
「
国
家

制
度
と
し
て
義
務
と
権
利
を
考
え
る
時
に

一
定
の
と
こ
ろ
で
線
を
引
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
男
女
、
年
齢
を
も
と
に
し
た
線
引
き

が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
が
法
令
と
し
て
の

『
成
年
』
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
す
で

に
奈
良
時
代
以
降
の
『
元
服
』
に
も
あ

る
」
と
解
説
す
る
。

　

一
方
、
法
令
で
は
な
く
庶
民
生
活
の
中

で
み
て
い
く
と
「
男
子
15
歳
、
女
子
13
歳

を
成
年
と
す
る
こ
と
が
戦
後
社
会
ま
で
続

い
て
い
た
。
こ
れ
は
女
性
は
初
潮
、
男
性

は
精
通
が
始
ま
り
、
肉
体
的
に
大
人
と
な

る
時
期
を
成
年
と
し
た
」（
小
川
教
授
）。

　

こ
の
年
齢
に
達
す
る
と
男
性
は
「
若
者

組
」、
女
性
は
「
娘
組
」
と
呼
ば
れ
る
組

織
に
入
る
。
若
者
組
は
明
治
時
代
以
降
、

青
年
会
・
青
年
団
へ
と
展
開
し
て
い
く

が
、
こ
れ
は
消
防
活
動
な
ど
を
行
う
地
域

の
自
衛
組
織
で
、
こ
の
中
で
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
育
っ
て
い
っ
た
。「
若
者
条

目
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
ご
と
の
決
ま
り
が

あ
り
、
船
の
遭
難
や
出
火
で
は
、
若
者
た

ち
が
駆
け
つ
け
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
厳
し
さ
が
あ
る
一

方
、
村
の
祭
り
を
受
け
持
つ
な
ど
楽
し
み

も
あ
っ
た
。
こ
れ
へ
の
加
入
が
「
ム
ラ
の

大
人
」
入
り
で
あ
っ
た
。

　

娘
組
も
男
性
と
同
様
、
一
つ
の
場
所
に

集
い
裁
縫
な
ど
を
習
い
、
家
事
技
術
の
向

上
を
目
指
し
た
。

　

小
川
教
授
は
「
若
者
宿
と
い
っ
て
男
女

別
々
に
集
ま
り
、
寝
泊
ま
り
を
す
る
場
所

が
あ
り
、
男
女
の
交
流
も
あ
っ
た
。
若
者

組
や
娘
組
が
強
い
地
域
は
若
者
に
性
の
選

択
権
が
あ
り
、
恋
愛
の
自
由
度
が
高
か
っ

た
」
と
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
ま
で
の
絵
巻
物
を
見

て
い
く
と
、
成
年
の
年
齢
に
達
し
て
い
る

こ
と
が
視
覚
的
に
明
確
だ
っ
た
の
が
わ
か

る
。
武
家
社
会
で
は
男
性
は
烏
帽
子
を
か

ぶ
る
の
が
成
年
の
証
し
だ
っ
た
し
、
女
性

は
13
歳
に
な
る
と
お
歯
黒
を
塗
っ
た
。

　

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
小

川
教
授
は
、「
世
界
の
多
く
の
国
々
が
18

歳
を
成
年
と
す
る
流
れ
の
中
で
、
日
本
も

18
歳
を
成
年
と
す
る
こ
と
に
違
和
感
は
な

い
」
と
し
た
上
で
「
も
っ
と
自
分
の
知
識

や
技
を
磨
き
、
実
力
を
志
向
す
る
若
者
た

ち
が
出
て
き
て
も
い
い
よ
う
に
感
じ
る
。

国
家
制
度
と
し
て
は
18
歳
と
い
う
一
つ
の

年
齢
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
学
生
た
ち
に
は
一
つ
に
考
え
ず
に
大

人
と
は
何
か
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

る
。

　

現
在
も
職
人
な
ど
の
よ
う
に
「
技わざ
」
が

基
準
と
な
る
世
界
で
は
「
一
人
前
」
を
重

視
し
、
修
業
は
こ
れ
を
目
標
と
し
て
い

る
。
自
分
自
身
の
「
大
人
」
の
要
件
は
何

か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
目
標
を
立
て
、

ど
ん
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

小
川
教
授
は
ま
た
、
自
分
の
親
や
家
族

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
ま
わ
り
で
信
頼

で
き
る
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大
切
だ

と
指
摘
す
る
。
戦
後
ま
で
は
、
男
性
は
15

歳
の
成
年
と
な
っ
た
時
に
「
烏え
帽ぼ
子し
親
」

な
ど
と
い
っ
て
、
親
以
外
に
別
の
「
親
」

を
立
て
る
慣
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

小
川
教
授
は
「
成
年
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
分
を
ど
う
成
長
さ
せ
る
か
と

い
う
こ
と
と
、
新
し
い
人
間
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
。
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

身
分
や
年
齢
が
可
視
化
さ
れ
た
時
代
だ

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
加
冠
式
な
ど
と
呼
ば
れ

る
儀
礼
は
こ
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

小
川
教
授
は
「
大
人
と
判
断
さ
れ
る
基

準
は
も
う
一
つ
あ
る
」
と
話
す
。
そ
れ
は

「
一
人
前
」
と
い
う
基
準
で
あ
る
。
例
え

ば
男
性
の
場
合
は
、
鍬
で
田
畑
を
１
日
に

１
反
耕
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
人
前
と
さ

れ
た
。
女
性
は
反
物
を
１
日
に
１
反
織
る

こ
と
が
一
人
前
の
証
し
だ
っ
た
。

　

整
理
す
る
と
戦
後
社
会
ま
で
の
「
大

人
」
の
基
準
に
は
①
年
齢
に
基
づ
く
基

準
、
②
肉
体
的
な
成
熟
に
よ
る
基
準
、
③

「
一
人
前
」（
実
力
主
義
）
か
ど
う
か
の

基
準
、
と
い
う
３
つ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

小
川
教
授
は
「
国
家
が
定
め
る
『
大

人
』
と
、
地
域
社
会
が
認
め
る
『
大
人
』

が
異
な
り
、
基
準
は
多
様
だ
っ
た
。
現
代

が
無
理
に
一
つ
の
基
準
に
当
て
は
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
」
と
話
す
。

文学部教授 小川 直之
おがわ・なおゆき　博士（民俗学）。本学折口博士記念古代研究
所、柳田国男記念伊那民俗学研究所所長。国内のみならずアジア各
地の民俗について比較研究を行っている。

①親の同意を得ない契約
・携帯電話の購入、契約
・アパートなどの契約
・クレジットカードの作成　など

②10年間有効のパスポート取得
③公認会計士、司法書士など
　国家資格の取得

「18歳（成年）から」に
変わるもの

①国民年金の加入義務
②飲酒、喫煙
③公営競技（競馬、競輪など）の
　投票券の購入
④大型・中型自動車免許の取得

「20歳から」で
変わらないもの
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全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創

作
活
動
を
通
じ
て
文
章
を
書
く
喜
び
、
も

の
を
創
り
出
す
苦
し
さ
、
自
分
の
考
え
を

言
い
表
す
難
し
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、

美
し
い
日
本
語
の
再
発
見
と
学
習
を
目
的

と
し
て
平
成
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

全
国
規
模
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
回
で
25
回

目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
１
万
８
２
７
７
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
短
篇
小
説

の
部
７
８
５
点
▽
現
代
詩
の
部
５
８
５
点

▽
短
歌
の
部
４
７
３
８
点
▽
俳
句
の
部
１

万
２
１
６
９
点
―
だ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、最
優
秀
学
校
賞
の
文
部

科
学
大
臣
賞
に
海
城
高（
東
京
）＝
写
真
、

特
別
学
校
賞
に
国
際
基
督
教
大
学
高（
同
）

が
選
ば
れ
、各
部
門
の
最
優
秀
賞
、優
秀
賞

も
そ
れ
ぞ
れ
別
表
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
・

副
学
長
の
挨
拶
（
代
読
）、
森
伸
一
・
若

木
育
成
会
会
長
（
同
）
と
坂
本
眞
佐
人
・

国
学
院
大
学
院
友
会
常
務
理
事
の
祝
辞
が

披
露
さ
れ
、
受
賞
し
た
高
校
生
を
激
励
。

各
審
査
員
か
ら
は
４
つ
の
部
門
ご
と
に
講

評
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

佳
作
、入
選
作
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

短
篇
小
説
の
部

【
佳
作
】

「
羽
衣
娘
」
山
城
昌
怜
（
沖
縄
・
那
覇
高

３
年
）
▽
「
電
ウ
ツ
ボ
」
長
谷
井
佑
香

（
神
奈
川
・
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
高
２
年
）
▽
「
伝
染
す
る
青
」
池
田

愛
生
子
（
千
葉
・
二
松
学
舎
大
学
附
属
柏

高
３
年
）
▽
「
ド
ア
の
向
こ
う
」
芹
田
敦

史
（
福
岡
・
北
筑
高
２
年
）
▽
「
夏
の
日

の
夢
」
東
那
侑
多
（
新
潟
・
長
岡
工
業
高

専
３
年
）

【
入
選
】

「
ふ
く
ろ
う
」
中
原
飛
鳥
（
北
海
道
・
札

幌
旭
丘
高
３
年
）
▽
「
命
の
ベ
ッ
ド
」
稲

岡
歩
望
（
兵
庫
・
小
野
高
２
年
）
▽
「
誰

も
い
な
い
世
界
へ
」
山
本
柚
葉
（
兵
庫
・

小
野
高
１
年
）
▽
「
青
の
リ
ズ
ム
」
田
中

千
聖
（
東
京
・
桐
朋
女
子
高
２
年
）
▽

「
朝
の
匂
い
。」
平
井
華
乃
果
（
岡
山
・

津
山
工
業
高
専
２
年
）
▽
「
水
際
の
ひ
と

り
言
」
川
上
心
音
（
広
島
・
A
I
C
J

高
２
年
）
▽
「
私
の
色
、
桜
色
。」
有
賀

結
菜
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女
子
高
１
年
）

▽
「
月
夜
に
ボ
ト
ル
メ
ー
ル
」
岡
本
芽
依

奈
（
兵
庫
・
白
陵
高
２
年
）
▽
「
ナ
ポ
リ

タ
ン
ア
イ
ス
」
瀧
本
早
蘭
（
山
梨
・
甲
府

第
一
高
２
年
）
▽
「
傷
跡
」
山
本
理
恵

（
北
海
道
・
北
星
学
園
女
子
高
３
年
）

現
代
詩
の
部

【
佳
作
】

「
う
ら
が
わ
」
田
野
美
珠
稀
（
神
奈
川
・

川
崎
高
２
年
）
▽
「
言
葉
と
、
そ
れ
か

ら
」
髙
橋
尚
暉
（
群
馬
・
東
京
農
業
大
学

第
二
高
２
年
）
▽
「
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
」
髙

橋
理
生
（
東
京
・
開
成
高
２
年
）
▽
「
ア

ニ
モ
」
浅
見
亮
太
（
東
京
・
麻
布
高
２

年
）
▽
「
あ
な
た
と
出
会
っ
て
こ
の
世

界
が
少
し
だ
け
変
わ
っ
た
。」
関
野
実
優

（
神
奈
川
・
麻
生
高
１
年
）

【
入
選
】

「
咲
き
残
る
も
の
た
ち
の
た
め
に
」
照

屋
ア
リ
サ
（
神
奈
川
・
川
崎
高
３
年
）

▽
「
い
と
こ
」
塚
越
珠
雫
（
岡
山
・
津

山
工
業
高
専
１
年
）
▽
「
風
船
葛
」
泉
ま

い
こ
（
神
奈
川
・
湘
南
高
１
年
）
▽
「
私

の
バ
ッ
タ
」
處
結
月
香
（
神
奈
川
・
横
浜

雙
葉
高
３
年
）
▽
「
苔
」
豊
田
隼
人
（
東

京
・
国
際
基
督
教
大
学
高
２
年
）
▽
「
旱

星
」
跡
部
日
南
子
（
神
奈
川
・
横
浜
雙
葉

高
３
年
）
▽
「
だ
か
ら
差
別
は
い
つ
も
あ

る
」
蒋
騰
（
東
京
・
海
城
高
１
年
）
▽

「
夏
の
晴
れ
た
暑
い
日
が
非
常
に
よ
く
似

合
う
犬
」
渡
邉
瑞
紀
（
神
奈
川
・
湘
南
白

百
合
学
園
高
２
年
）
▽
「
弾
丸
」
浪
花
小

槙
（
東
京
・
豊
多
摩
高
１
年
）
▽
「
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
舌
を
出
す
」
薗
田
希
夢

（
奈
良
・
西
大
和
学
園
高
１
年
）

短
歌
の
部

【
佳
作
】

早
川
彰
太
郎
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学

附
属
高
２
年
）
▽
翁
謀
業
（
東
京
・
墨
東

特
別
支
援
学
校
２
年
）
▽
加
藤
結
衣
花

（
茨
城
・
結
城
第
二
高
３
年
）
▽
山
口
雄

大
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
２

年
）
▽
杉
本
詠
太
（
神
奈
川
・
戸
塚
高
２

年
）

【
入
選
】

江
川
颯
太
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附

属
高
２
年
）
▽
長
谷
川
万
葉
（
京
都
・
洛

南
高
３
年
）
▽
岩
島
圭
汰
（
岐
阜
・
恵
那

高
２
年
）
▽
水
野
春
予
（
大
阪
・
咲
く
や

こ
の
花
高
２
年
）
▽
原
口
来
瞳
（
兵
庫
・

武
庫
荘
総
合
高
２
年
）
▽
増
田
一
太
（
群

馬
・
太
田
高
１
年
）
▽
石
﨑
愛
佳
（
山
口

・
岩
国
総
合
高
２
年
）
▽
長
谷
川
颯
生

（
青
森
・
五
所
川
原
高
２
年
）
▽
宮
本
稜

也
（
群
馬
・
太
田
高
２
年
）
▽
中
原
菜
々

海
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
２

年
）俳

句
の
部

【
佳
作
】

魚
地
妃
夏
（
神
奈
川
・
慶
應
義
塾
湘
南
藤

沢
高
等
部
２
年
）
▽
菊
間
麻
涼
（
静
岡
・

加
藤
学
園
高
１
年
）
▽
冨
里
光
詩
（
愛
媛

・
松
山
工
業
高
３
年
）
▽
南
幸
佑
（
東
京

・
海
城
高
２
年
）
▽
落
井
源
真
（
福
井
・

武
生
高
３
年
）

【
入
選
】

戒
能
李
咲
（
福
島
・
安
積
黎
明
高
１
年
）

▽
中
井
道
満
（
京
都
・
北
嵯
峨
高
１
年
）

▽
井
澤
里
映
（
和
歌
山
・
和
歌
山
信
愛
高

１
年
）
▽
江
藤
雄
士
（
埼
玉
・
星
野
高
２

年
）
▽
渋
谷
和
真
（
秋
田
・
秋
田
高
１

年
）
▽
金
井
つ
ぐ
み
（
山
口
・
柳
井
学
園

高
１
年
）
▽
鈴
木
美
冬
（
北
海
道
・
旭
川

実
業
高
１
年
）
▽
江
﨑
麗
菜
（
福
岡
・
西

日
本
短
期
大
学
附
属
高
２
年
）
▽
清
水
一

澄
（
千
葉
・
芝
浦
工
業
大
学
柏
高
３
年
）

▽
小
林
菜
々
美
（
東
京
・
国
際
基
督
教
大

学
高
２
年
）

【
審
査
員
＝
敬
称
略
】

中
村
航
（
作
家
）
▽
井
上
孝
雄
（
東
京
都

立
高
教
諭
）
▽
水
無
田
気
流
（
詩
人
・
本

学
経
済
学
部
教
授
）
▽
田
中
章
義
（
歌

人
）
▽
堀
本
裕
樹
（
俳
人
）
▽
村
田
光
英

（
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
）

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
各
地
に
伝
わ
る
昔
話
や
伝
説
、

郷
土
料
理
や
方
言
な
ど
身
近
な
「
地
域
社

会
」
に
目
を
向
け
、
文
化
を
掘
り
起
こ
し

て
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
お
う
と

開
催
。
本
学
の
持
つ
伝
承
文
化
に
関
す
る

資
産
に
触
れ
る
こ
と
で
研
究
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
も
狙
い
、
17
回
目
を
迎
え
た
今

回
は
全
国
か
ら
２
７
６
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。
内
訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部
門
の
団

体
21
点
・
個
人
１
９
８
点
▽
地
域
民
話
研

究
部
門
の
団
体
７
点
・
個
人
40
点
▽
学
校

活
動
10
点
―
だ
っ
た
。

　

最
も
優
秀
な
作
品
に
授
与
さ
れ
る
折
口

信
夫
賞
に
地
域
文
化
研
究
部
門
《
個
人
》

最
優
秀
賞
の
「
関
西
弁
は
広
ま
っ
て
い
る

の
か
〜
東
京
と
関
西
の
高
校
生
か
ら
考
え

る
〜
」（
湯
浅
綾
さ
ん
、
東
京
・
東
京
大

教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校
３
年
）＝

写
真
＝
が
選
ば
れ
た
の
を
は
じ
め
、最
優

秀
賞
、優
秀
賞
が
別
表
の
よ
う
に
決
ま
っ

た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
・

副
学
長
の
挨
拶
（
代
読
）、
森
伸
一
・
若

木
育
成
会
会
長
（
同
）
と
坂
本
眞
佐
人
・

国
学
院
大
学
院
友
会
常
務
理
事
の
祝
辞
が

伝
え
ら
れ
た
後
、
各
部
門
最
優
秀
賞
の
受

賞
者
が
研
究
内
容
を
披
露
し
た
。

　

佳
作
、
入
選
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）

【
佳
作
】

「『
萬まん
歳ざい
楽らく
』
紙
芝
居
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
島
根
・
吉
賀
高　

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
＆
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
）
▽
「
幻
の
駅
弁
鮎
寿
司
を
追
う
」

（
神
奈
川
・
足
柄
高　

歴
史
研
究
同
好
会
）

地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）

【
佳
作
】

「
小
谷
と
下
細
谷
に
お
け
る
さ
さ
ら
獅
子

舞
の
比
較
研
究
」
関
口
莉
音
（
埼
玉
・
筑

波
大
学
附
属
坂
戸
高
２
年
）
▽
「
秩
父
神

社
系
統
の
神
楽
の
独
自
性
に
迫
る
―
寶
登

山
神
楽
を
事
例
に
―
」
手
嶋
友
希
（
埼
玉

・
熊
谷
西
高
３
年
）
▽
「
川
の
速
さ
と
流

れ
の
特
徴
か
ら
河
川
の
伝
統
工
法
『
聖

牛
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
持
田
貴
大
（
東

京
・
玉
川
学
園
高
等
部
２
年
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）

【
佳
作
】

「
足
立
山
麓
の
和
気
清
麻
呂
伝
承
」（
福

岡
・
小
倉
東
高
地
域
探
求
ゼ
ミ
）
▽

「
関
東
唯
一
の
鬼
を
祀
る
神
社
『
鬼
鎮
神

社
』
に
つ
い
て
〜
川
島
地
域
と
鬼
の
関
係

〜
」（
東
京
・
大
妻
中
野
高　

鬼
研
究
会
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）

【
佳
作
】

「
佐
賀
県
唐
津
市
の
松
浦
佐
用
姫
伝
説
〜

松
浦
佐
用
姫
石
化
伝
説
に
つ
い
て
〜
」 

 

山
﨑
美
紗
子
（
佐
賀
・
唐
津
東
高
２
年
）

【
審
査
員
＝
敬
称
略
】

小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
大
石

泰
夫
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
八
木
橋
伸

浩
（
玉
川
大
学
教
授
）▽
飯
倉
義
之（
本
学

文
学
部
准
教
授
）▽
佐
藤
美
穂（
本
学
客
員

教
授
）▽
高
橋
大
助（
本
学
文
学
部
教
授
）

▽
服
部
比
呂
美（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

高
校
生
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
決
ま
る

　

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
高
校
生
新
聞

社
）に
よ
る
第
25
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト（
協
賛
：

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院

大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高

等
学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・

日
本
進
路
指
導
協
会
）と
、
第
17
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に

学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・

国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、

後
援
：
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協

会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）の
入
賞
作
が
決
定
し
、12
月
５
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。応
募
作
品
数

は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
１
万
８
５
５
３
点
で
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
た
前
回
を
４
０
０
０
点
近
く
上
回
っ
た
。

※
両
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
作
品
は
本
紙
来
年
２
月
号
に
掲
載

予
定

第25回 全国高校生創作コンテスト第17回 「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト

文部科学大臣賞

海城高（東京）

特別学校賞

国際基督教大学高（東京）

短篇小説の部

「 ゴッホの書いた世界と 
見えない赤信号」鈴木陽菜

（兵庫・賢明女子学院高３年）
最優秀賞

「閉じ込められた音楽」 
　宮脇和希
（愛媛・愛媛大学附属高２年）

「人魚」小川友希
（東京・立川国際中等教育学校２年）

優 秀 賞

現代詩の部

「ねじねじおじさん」
　浜田桃実
（福岡・久留米大学附設高２年）

最優秀賞

「セレモニーのあの子」
　鹿島あかり
（愛知・中京大学附属中京高２年）

「ぼんやりと」岩田一心
（千葉・市川高３年）

優 秀 賞

短歌の部

小沢真奈
（東京・東京純心女子高２年）

最優秀賞

矢吹里穂
（神奈川・横浜雙葉高３年）

焼山美羽
（東京・開智日本橋学園高３年）

優 秀 賞

俳句の部

植松幹太
（福岡・西日本短期大学附属高２年）

最優秀賞

毛塚悠斗
（茨城・結城第二高 フレックス４年）

川田暖士
（東京・昭和高３年）

優 秀 賞

（敬称略）

折口信夫賞

「関西弁は広まっているのか～東京と関西の高校生から考える～」
湯浅綾（東京・東京大学教育学部附属中等教育学校３年）

地域文化研究部門

「泉町の宝が示す可能性～高校生ハンターの挑戦～」
（熊本・八代農業高〈泉分校〉 地域探求班）

「駿河湾産サクラエビ食文化継承のための考察」（静岡・静岡高 郷土研究部公民班）
「栃木県のサメ食文化の変容について」 （栃木・矢板東高 リベラルアーツ同好会）

優 秀 賞

団　体

「関西弁は広まっているのか～東京と関西の高校生から考える～」
湯浅綾（東京・東京大学教育学部附属中等教育学校３年）

最優秀賞

「鳥居の強度の秘密とは～熊本地震と鳥居の被害・再建～」
藤本彩佳（熊本・熊本学園大学付属高３年）

優 秀 賞

個　人

地域民話研究部門

「伊予の国小野谷に残る小野小町伝承の謎を解く」（愛媛・松山北高 郷土研究部）最優秀賞

「頼朝を中心とした伊豆の伝説について」 （静岡・韮山高 文芸郷土研究部）優 秀 賞

団　体

「昔話と『化ける』動物たち ～狐が『化け狐』と呼ばれるようになったわけ～」
落合佑香（神奈川・平塚中等教育学校３年）

「ガーナー森伝説 ―化物森はどのように誕生したのか―」
屋嘉部遥菜（沖縄・昭和薬科大学附属高２年）

優 秀 賞

個　人

学校活動部門
「幻の『八郎様祭』～知られざる伝承の謎を解く～」 （福岡・朝倉高 史学部）

「小豆島中山農村歌舞伎」 （岡山・岡山学芸館高 歴史地理探求ゼミ）

「伝統芸能継承活動の意義 ―『会津坂下の早乙女踊り』継承活動を通して―」
（福島・会津農林高 早乙女踊り保存クラブ）

優 秀 賞

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創作コンテスト入賞作品
集」「『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞作品集」を来年２月下旬に刊行
の予定です。両作品集は無料配布いたします。発送をご希望の場合は、希望部
数と送付先を下記までご連絡ください。

問　総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

最優秀賞受賞者　喜びの声最優秀賞受賞者　喜びの声

　自己満足の域を出なかったものを応募するに至ったのは、小説が私自身への一
種の戒めを込めたものだからです。実際に作品を作るという体験を通し、どのよ
うなものであれ創作物は作者の労力と工夫、そして強い思いの賜物なのだという
ことを知りました。

短篇小説の部 鈴木陽菜さん（兵庫・賢明女子学院高３年）
　神戸に住んでいた経験を生かし、１年半かけてやってきたものを評価していただけて光栄
です。関西弁を通して地域の良さを改めて実感したため、地域のコミュニケーションについ
て学び、それを地域の活性化に繫げていきたいと考えています。

折口信夫賞・地域文化研究部門（個人） 湯浅綾さん（東京・東京大教育学部附属中等教育学校３年）

　受賞作は徹夜明けの朝に頭に浮かんできました。当時、私は新型コロナウイル
ス感染症で２、３週間ほど家の一部屋に隔離され、不安に押しつぶされそうでし
た。コロナになっていなければできなかった作品で、「人間万事塞翁が馬」だと
実感しました。

現代詩の部 浜田桃実さん（福岡・久留米大学附設高２年）
　昨年度の優秀賞を超えることが目標だったので、最優秀を頂けて大きな達成感を感じまし
た。難しい資料を読むには日本史の基礎的知識が大切と分かり、授業で学んでいないことも
自主的に調べ、文献からどんなことが分かるのかに気付けるようになりました。

地域民話研究部門（団体） 愛媛・松山北高　郷土研究部（代表：大家帆香さん）

　応募理由は自分の気持ちを言葉で表現することに挑戦したかったから。雨にも
風にも負けてしまうならば、せめて傘を差し出せる優しさを心に持ちたいとの思
いの全てを、31文字に託しました。創作を通じて言葉の持つ可能性を感じるこ
とができました。

短 歌 の 部 小沢真奈さん（東京・東京純心女子高２年）

　私は硬式野球部に所属していますが、監督からも言葉を獲得して自分が思った
ことや感じたこと、考えたことを言葉として表現するように言われています。自
分を見つめ、それを表現していくことで少しずつ成長できているように感じま
す。

俳 句 の 部 植松幹太さん（福岡・西日本短大附属高２年）

◆
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
挨
拶
】
石
川
則
夫
副
学
長

　

多
く
の
言
葉
が
消
費
さ
れ
る
ば
か
り
の

状
況
に
お
い
て
も
自
ら
の
言
葉
を
工
夫
し

つ
つ
、
自
己
表
現
へ
の
想
い
を
日
本
文
学

の
様
式
に
仕
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
高
校

生
の
努
力
は
大
変
貴
重
で
日
本
語
の
限
り

な
い
可
能
性
を
感
じ
る
。

【
祝
辞
】
若
木
育
成
会
・
森
伸
一
会
長

　

文
字
に
よ
る
自
己
表
現
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
音
楽
と
は
ま
た
別
な
醍
醐
味
が
あ
る
。

皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
〝
創
作
の
翼
〞
が

よ
り
大
き
く
、
よ
り
力
強
く
な
り
、
今
後

と
も
魅
力
的
な
作
品
が
生
ま
れ
出
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

【
祝
辞
】
院
友
会
・
坂
本
眞
佐
人
常
務
理
事

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
校
生
活
に
も
苦

労
が
あ
る
中
、
過
去
５
年
間
で
最
多
の
高

校
が
応
募
し
た
と
聞
き
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

意
義
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
は
目
標
に
向
か
っ
て
存
分
に
力
を

発
揮
す
る
よ
う
願
う
。

◆「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
挨
拶
】
石
川
則
夫
副
学
長

　

多
く
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
が
応
募
さ
れ
、

日
常
生
活
に
お
け
る
気
づ
き
に
く
い
と
こ

ろ
に
注
目
し
た
点
に
意
義
深
い
も
の
と
感

じ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
出
発
点
と
し
て

地
域
の
伝
承
文
化
の
意
義
を
現
代
社
会
へ

発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
。

【
祝
辞
】
若
木
育
成
会
・
森
伸
一
会
長

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
を
学
ぶ
」
こ
と
が

源
泉
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
度

の
向
上
に
繫
が
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

地
域
の
貴
重
な
財
産
と
な
る
の
で
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
皆
さ
ん
の
成
果
が
紹
介
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

【
祝
辞
】
院
友
会
・
坂
本
眞
佐
人
常
務
理
事

　

国
学
院
大
学
は
来
年
４
月
、「
地
域
を

見
つ
め
地
域
を
動
か
す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
を
新
設
す

る
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
点
で

本
コ
ン
テ
ス
ト
と
共
通
す
る
新
学
部
で
研

究
を
進
化
さ
せ
て
ほ
し
い
。

主
催
者
挨
拶
・
祝
辞
（
要
旨
）

高校生向けコンテスト『入賞作品集』を製作中
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
年末年始の事務休止

内 12月25日㈯から令和４年１月７日㈮まで、渋谷・
たまプラーザ両キャンパスの全事務室は閉室となり
ます。期間中は、証明書自動発行機の利用もできま
せん。授業開始は１月８日㈯です。

大学入試に伴う入校制限

内 令和４年度大学入学共通テストおよび本学一般選抜
入学試験実施のため、会場となるキャンパスへの入
校を右上表の通りに制限します。なお、該当期間は
課外活動を行うことができません。

令和４年度大学院春季入試

内 国学院大学大学院博士前期課程および同後期課程で
は、右下表の日程で令和４年度春季入試を実施しま
す。出願に関する問い合わせは下記まで。
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑
いがあると言われた方は、必ず保健室にメール
か電話で連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日・土曜９時～16時30分）
　☎03・5466・0148
▶ たまプラーザＴＥＬ（平日・土曜９時～16時）
　☎045・904・7660

感染が疑われたら保健室に連絡を

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間 密接場面

咳エチケット咳エチケット

ハンカチや
ティッシュペーパーで
口と鼻を覆う

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆うマスクがあれば

正しく着用する

とっさ
の時はマスクが

なければ

密集場所

◆大学入学共通テスト
日 時 立入制限区域など

１月14日㈮
入学試験準備日

終日 若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
正午以降 130周年記念５号館
17時以降 総合学修館（６号館）

19時30分以降 120周年記念１号館、３号館
21時以降 120周年記念２号館

１月15日㈯・16日㈰
入学試験当日 終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、総合学修館（６号館）、

若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
※若木タワー、学術メディアセンター、百周年記念館（１・２階）、国際交流センターは立入制限区域ではありません
※国際交流センターと院友会館の通用門は1月14日㈮17時から16日㈰まで封鎖

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

◆本学一般選抜入学試験
日 時 立入制限区域など

Ａ
日
程

２月１日㈫
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、総合学修館（６号館）、
若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）

19時30分以降 学術メディアセンター

２月２日㈬～４日㈮
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、総合学修館（６号館）、学術メ
ディアセンター（博物館を除く）、若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
※若木タワーのロックアウトは、若木タワーで入学試験を行う場合に実施する

Ｂ
日
程

３月１日㈫
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、総合学修館（６号館）、
若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）

19時30分以降 学術メディアセンター

３月２日㈬
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、総合学修館（６号館）、学術メ
ディアセンター（博物館を除く）、若木会館、百周年記念館（地下１・２階・３・４階）
※若木タワーのロックアウトは、若木タワーで入学試験を行う場合に実施する

※２月１日㈫17時～４日㈮、３月１日㈫17時～２日㈬：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

日 時 立入制限区域など

Ａ
日
程

２月１日㈫
入学試験準備日 14時以降 １・２・３・５号館、Sports Square１・３、若木21

２月２日㈬～４日㈮
入学試験当日 終日 １・２・３・５号館、Sports Square１・３、若木21

Ｂ
日
程

３月１日㈫
入学試験準備日 14時以降 １・２・３・５号館、Sports Square１・３、若木21

３月２日㈬
入学試験当日 終日 １・２・３・５号館、Sports Square１・３、若木21

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

研究科 入試区分 専攻 募集人員 願書受付期間 試験日合否発送 手続期間

文
学

前
期

一般
神道学・宗教学 ７名

令和４年１月12日㈬
　　　　　～19日㈬

【試験日】
２月14日㈪

【合否発送】
２月18日㈮

２月25日㈮
～３月  4日㈮

文学 ９名
史学 ９名

留学生
神道学・宗教学

若干名

文学
史学

学内成績選考
神道学・宗教学

文学
史学

学外成績選考 文学

社会人
神道学・宗教学

【試験日】
２月21日㈪

【合否発送】
２月24日㈭

文学
史学

後
期

一般
神道学・宗教学 ３名

文学 ８名
史学 ８名

留学生
神道学・宗教学

若干名

文学
史学

社会人
神道学・宗教学

文学
史学

法
学

前
期

一般

法律学

５名

令和４年１月17日㈪
　　　　　~24日㈪

【試験日】
２月23日（水・祝）

【合否発送】
２月24日㈭

学内論文選考
留学生

若干名学内成績選考
社会人

後
期

一般 ５名
留学生 若干名

経
済
学

前
期

一般

経済学

５名
留学生

若干名学内推薦
社会人

後
期

一般 ５名
留学生 若干名社会人

大学院 令和４年度春季入試日程

イベント
オンライン生きがい講座 「すきま時間を
つかって親子で楽しく運動あそび」

内 成長の著しい幼児期は、遊びを中心に、生活に関わ
るさまざまな動きを含め、一日“60分以上”体を動
かすことが望ましいといわれています。本講座で
は、おうちのすきま時間を使って親子で手軽にでき
る運動あそびを紹介します。ぜひ、親子で参加して
みませんか。講師はレクリエーション・インストラ
クターの青木康太朗・人間開発学部准教授。ビデオ
会議システム「Z

ズ ー ム

oom」を使って配信。
日・時１月22日㈯10時～11時
対幼児とその保護者（お孫様とのご参加も歓迎）
料無料
申 本学ホームページ（ＱＲコード）もし
くはＦＡＸ（ふ045・910・3754）
で。申し込み受け付け開始は12月22
日㈬10時。　※100組先着順
問 人間開発学部 地域ヘルスプロモーションセンター

問い合わせ先
●学寮 まほろば㈱共立メンテナンス ☎0120-88-1030
●学寮 常磐木 学生事務部学生生活課 ☎03-5466-0145

※２つの学寮では、新型コロナウイルスの感染防止のため日々対策に取り組んでいます

　国学院大学は、本学学生専用の男子寮「学寮 まほろ
ば」、女子寮「学寮 常磐木」を設け、地方出身の学生の生
活を支援しています。
　学びに集中できる設備と環境を整え、学生寮ならではの
サポートで、学生生活を支えています。(完全個室制、朝
夕食事提供あり、寮長・寮母常駐)｠
　在学生の皆さまで、令和４年４月か
らの入寮をご希望の方は、下記までお
問い合わせください。諸条件は大学Ｈ
Ｐ（ＱＲコード）などで確認を。

学寮のご案内 
コロナ禍で「人との繫がり」に再注目
～在学生の途中入寮が増加中～
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　大学野球で秋の日本一を決める明治神
宮野球大会（大学の部）が11月20～25
日、神宮球場（東京都新宿区）で行わ
れ、11年ぶり２回目の出場の国学院大
学硬式野球部は、前回出場時を上回るベ
スト４で大会を終えた。大学の部の優勝
は中央学院大学（関東五連盟第一代表）。
　４年生を中心とした「全員野球」で東
都リーグを春秋連覇した本学は、春の全
日本大学野球選手権で果たせなかった日
本一に挑んだ。
　東北三連盟代表の仙台大学との対戦と
なった１回戦（21日）。序盤に先制を許
し、２点を追う八回、代打・青木寿修選
手（経ネ３）の適時打で１点を返す。さ
らに１死満塁と好機を広げ、２番・川村
啓真選手（経４）が走者一掃の適時三塁
打を放ち逆転に成功した。続く３番・山
本ダンテ武蔵選手（経４）の犠飛で追加
点を挙げた同部は、５－３で大会初勝利
を挙げた。
　九州産業大学（九州三連盟代表）との

２回戦（23日）は、公式戦初先発の武
内夏暉投手（健体２）が八回２死まで１人
の走者も許さない完璧な投球で完封し、
球場を沸かせた。打線は、三回に４番・
福永奨主将（健体４）の適時打で１点を先
制し、八回には６番・伊東光亮選手（経
１）、７番・柳舘憲吾選手（法１）の１年
生コンビに連続適時打が飛び出して３点
を加え、試合を優位に進めた（４－０）。
　決勝進出をかけた中央学院大学戦
（24日）は初回から投手陣が崩れ、二
回までに６失点。打撃陣は、四回に柳舘
選手の２ランで追い上げたが、その後は
相手投手陣の継投の前に沈黙した。九回
は、３連続四球で無死満塁の好機を作る
も後続が凡退し、念願の日本一への道は
ベスト４で途切れた（２－６）。
　高校の部には、国学院大学久我山高校
が37年ぶり２回目の出場。開幕ゲーム
で花巻東高校と対戦した。中盤まで３－
２で接戦を繰り広げたが、終盤に集中打
を浴び３－６で初戦敗退となった。

「日本一は後輩に」
明治神宮大会ベスト４

硬式野球部

鳥山泰孝監督「歴史を変えてくれた４年生に感謝したい。一気に頂
点に駆け上りたかったが、甘くなかった。負けて本気で涙を流す選

手が何人もいた。成功と失敗を経験できた貴重な１年を４年生は次

のステップに、３年生以下は来年以降のチームに生かしてほしい」

福永主将「これまで仲間が頑張ってくれた。（準決勝は）自信をも
ってサインを出した球を打たれてしまった。日本一を目指してやっ

ていたが悔しい結果に終わってしまった。悔しさを忘れることな

く、後輩たちは頑張ってほしい。（明治神宮大会では）１勝をする

難しさを感じた」

監督・選手の声

決勝の３点適時三塁打を放つ川村選手
（１回戦）

公式戦初先発で完封勝利の武内投手
（２回戦）

相澤　龍明（中文４）
今年最後のチャンスとな
るので、これまでの集大
成のすべてをぶつけて、
単独で押せる強さを発揮
する。

石川　航平（健体４）
最後の箱根は支えてくれ
た方々に恩返しをする場
所。全力でチームの順位
を上げる走りを。

木付　琳（主将・経４）
出雲、全日本で逃した表
彰台、そして初の往路優
勝、総合優勝を目指して
頑張る。攻めの走りで区
間賞。

島﨑　慎愛（経営４）
出雲、全日本は共に４位
となり、十分に戦えるこ
とがわかった。箱根では
優勝を狙いたい。区間賞
を獲ってチームに流れを
つくる。

殿地　琢朗（健体４）
強化してきたスプリント
で、目指すは区間３位以
内。チームも個人も過去
最高の成績で、一番良い
笑顔で終われるよう全力
を尽くす。

藤木　宏太（神文４）
今年１年は故障の大変さ
を知った。集大成として
魅せる走りをし、区間賞
を目指す。

松延　大誠（健体４）
幼い頃から観

み

ていた舞台
で、４年間のすべてをぶ
つける。バネを活かした
走りで目標は区間３位以
内。

坂本　健悟（経３）
全日本は自身初の三大駅
伝で６区区間７位だっ
た。箱根ではそれ以上の
結果を残せるようにした
い。

中西　大翔（健体３）
出雲、全日本は納得する
走りができなかった。箱
根では今年１年間の思い
を全てぶつけて、区間
賞、総合優勝を達成した
い。

伊地知　賢造（健体２）
出雲、全日本では自分の
走りができた。箱根では
エース区間を担い、総合
優勝に貢献したい。

瀬尾　秀介（経営２）
三大駅伝で初のメンバー
入り。焦らず力をつけて
きたことで大きく成長で
きた。強みの淡々と走り
続ける力を発揮したい。

鶴　元太（史１）
ストロングポイントの長
い距離への対応力を生か
した自分のベストの走り
をして、チームの力にな
る。

沼井　優斗（健体１）
全日本では順位を落とし
てチームに迷惑をかけ
た。優勝に貢献するイン
パクトのある走りで先輩
方に恩返しを。

原　秀寿（健体１）
アピールポイントは気持
ちが強いこと。夢の舞台
で島﨑選手が持つ６区の
学内記録を抜きたい。

平林　清澄（経営１）
出雲・全日本では他大学
のエースに差をみせつけ
られた。箱根では力を発
揮しチーム目標に貢献す
る。

山本　歩夢（健体１）
この１年で、スタミナの
強化ができた。得意のラ
ストスパートで総合優勝
に貢献できるような走り
をする。

エントリー選手一覧（敬称略）

　今年10月の出雲駅伝（出雲）、11月の全日本大学駅伝（全日本）でい
ずれも４位に入るなど活躍を続ける国学院大学陸上競技部。年明け１月
２、３日の箱根駅伝を前に12月16日、渋谷キャンパスで行われた壮行会
では、針本正行学長から木付琳主将（経４）に古代紫の襷

たすき

が手渡された。
　挨拶に立った前田康弘監督は「箱根を経験した４年生を中心に、勢いの
ある下級生が融合してこそ自分たちの目標が達成できると思って選手たち
と歩んできた。出雲、全日本は４位で融合ができてきている。箱根駅伝は

もっと高い山に挑む」、木付主将は「ベストメンバーが100％の力を出せ
ば上位校と戦えると出雲、全日本で確信した。良い結果で恩返しをして締
めくくりたい」と集まった学生や報道陣を前にそれぞれ意気込みを語っ
た。
　これに先立ち、箱根駅伝に出場する全21チームのエントリー選手16人
が12月10日、関東学生陸上競技連盟から発表された。本学陸上競技部の
エントリー選手16人は次の通り。

箱根駅伝 エントリー選手発表陸上競技部
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　第98回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）が令和４年１月２、３日に開催され
る。前回大会で総合９位に入り３年連続でシード権を獲得した国学院大学陸上競技部は、
「総合優勝」を目標に掲げ６年連続15回目の箱根路に挑む。
　東京・大手町と箱根・芦ノ湖を結ぶ合計10区間217.1kmで行われる箱根駅伝は、前回大
会でシード権を獲得した10校と、10月に行われた予選会を突破した10校に関東学生連合チ
ームを加えた21チームが出場する。主催する関東学生陸上競技連盟は、新型コロナウイル
スの感染防止対策の一環として前回大会に続き、大学関係者や応援団、卒業生、保護者に対
して沿道での応援や観戦を控えるよう求め、テレビなどでの観戦、応援を呼びかけている。

　学生柔道の個人日本一を争う全日本学生柔道体
重別選手権大会が11月25、26日、千葉ポートア
リーナ（千葉市）で行われ、国学院大学柔道部か
ら予選を勝ち抜いた７選手が出場した。大会は新
型コロナウイルスの影響で２年ぶりの開催。
　男子66kg級では、新井雄士選手（史４）が１
回戦から接戦を制して勝ち進み、準決勝では、同
大会３位入賞の実績がある湯本祥真選手（筑波
大）から試合開始早々、技あり２つを奪って決勝
進出を決めた。杉浦冬唯選手（愛知大）との決勝
では終始、出足で相手を圧倒。技のポイントは得
られなかったものの指導３つが与えられた相手選
手の反則負けで優勝を決めた。
　同90kg級では、押領司龍星選手（経営３）が
２回戦から決勝まで全５試合で一本勝ちの快進撃
で初優勝を飾った。この日の押領司選手は得意の
背負い投げがさえた。初戦の２回戦で関東学生柔
道体重別優勝の戸高淳之介選手（筑波大）を一本
背負いで退けると、その後も対戦相手を圧倒し、
背負い投げや一本背負いで強豪を寄せ付けなかっ
た。中西一生選手（国士舘大）との決勝は延長に
もつれたが、最後は鮮やかな背負い投げで頂点を
つかんだ。
　同大会での優勝は、平成20年度男子81kg級の

川上智弘選手（平24卒・120期法、本学柔道部
コーチ）、令和元年度男子73kg級の島田隆志郎
選手（令２卒・128期健体、パーク24）に次ぐ
快挙で、２階級制覇は創部以来初。
　新井選手、押領司選手のほか、男子73kg級の

川田武史選手（経３）、男子90kg級の中村俊太
選手（健体１）がベスト８に入り、来年１月に行
われる講道館杯全日本体重別選手権大会の出場権
を獲得した。

　７階級で争う柔道の全日本学生体重別団体優勝
大会が12月８、９日、ベイコム総合体育館（兵
庫県尼崎市）で行われ、国学院大学柔道部は３大
会連続でベスト８に入った。昨年は新型コロナウ
イルス禍で中止となり、２年ぶりの開催。

　上位を狙う同部は、２回戦の同志社大に５－
０、３回戦の鹿屋体育大に２－０と快勝し、準々
決勝進出を決めた。準々決勝は３大会続けて東海
大学と対戦。三将の武岡毅選手（日文４）が１勝
を挙げたが１－６で敗れた。優勝は東海大学。

柔道部

陸上競技部

箱根駅伝 今回もテレビ・ラジオで観戦を！

全日本学生柔道体重別初の２階級制覇

全日本学生柔道体重別団体優勝大会
３大会連続でベスト８

エントリーメンバーはⅡ面

新井選手「ベスト８に入らなければ学生最
後の大会だったが、特別な緊張もなく、自

分が思っている最大限のパフォーマンスが

できた。過去の講道館杯は１回戦敗退だっ

たので、（１月の大会は）リベンジの気持

ちで挑みたい」

押領司選手「信じられないくらいうれし
い。（決勝は）延長に入って、自分がやっ

てきた形を最後に決めることができてよか

った。世界で活躍する先輩を追ってやって

きて、やっとスタートラインに立てた。講

道館杯もこの勢いで勝っていきたい」

選手たちの声

優勝を決め拳を上げる押領司選手（経営3） 決勝を戦う新井選手（史4）
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